


















































先の二巻につづく研究業績を内外から集めたものを別にまとめた。その中から特に有用と

思われるものについて紹介する。 

1)具体的なモニターの方法として、Hendrix らはマサチューセッツ・ゼネラル・ホスピタ

ルの Kelly博士らが開発したPneumogram を使用した経験を示している。特にモニターを使

用中の両親の精神的および情緒的な援助の必要なことを強調している。 

2)文献(574)では、Sheffieldのスコアが工業都市サザンプトンでも適用出来ることを示し

、同時に疫学的な事実も報告しており、これは従来の記載と大差はない。第 1表のように

発生年にもまた第 1図のように発生時期が寒冷期である。 


